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第 1 章 沼田市の概況 

 

1. 位置・地勢 

 

沼田市は、東京から約125kmの群馬県北部に位置

し、標高は250m台から2,000m級の山岳まで較差が

あり、山岳・森林・高原・湖沼・河川・渓谷など、

変化に富んだ自然環境を有しています。 

市街地は、市域を南北に貫流する利根川とその

支流の片品川・薄根川により形成された日本有数

の河岸段丘上に広がっています。 

本市の総面積は443.37 km2と広大で、群馬県の

約7％を占め、全体の約8割が森林となっています。

気候は比較的降水量の少ない、夏冬・昼夜の寒暖

の差の大きい内陸性気候に属しています。 

 

 

 

 

 

       ■地勢と主な交通 ■沼田市位置図 
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2. 交通 

 

本市は、上越線と国道17号によって東京と結びついているほか、ＪＲ上毛高原駅に近接し、

市内には関越自動車道・沼田インターチェンジ（以下ＩＣ）を擁しているなど、交通の要衝と

なっています。 

新幹線では東京から本市に隣接するみなかみ町のＪＲ上毛高原駅まで約80分、高崎線と上越

線でＪＲ上野駅からＪＲ沼田駅まで約160分、関越自動車道では練馬ＩＣから沼田ＩＣまで約90

分と、首都圏はもとより全国からのアクセスが可能になっています。 

沼田ＩＣにつながる国道120号は「日本ロマンチック街道」として位置づけられ、沿線は雄大

な自然が展開し、周辺各地の観光地をつないでいます。市内には、一般国道4路線、主要地方道

2路線、一般県道12路線があり、ＪＲ沼田駅などの拠点を中心としたバス交通によって地域交通

網が形成されています。 

 

3. 歴史 

 

本市は、天文元（1532）年に沼田氏が居城以来、明治に至る300有余年の間、真田、本多、黒

田、土岐氏の城下町として栄え、明治以降は利根地域の政治・経済の中心地となり、大正13（1924）

年の国鉄上越線開通により、農林産物の集散地機能が追加され、一層の発展を見ました。 
戦後は、森林資源を背景に木材関係の工場が増加し、次第に産業の基盤整備が進み、昭和29

（1954）年4月、沼田町を中心に利南村、池田村、薄根村、川田村の1町4か村が合併して沼田市

として市政が施行され、平成17（2005）年2月、白沢村及び利根村との合併により、現在の沼田

市となっています。 
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■市域の変遷 
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H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

総人口 55,503 55,027 54,606 54,181 53,648 53,239 52,708 52,190 51,656 51,095 50,476 49,873 49,259 48,338

世帯数 19,508 19,651 19,855 19,979 20,112 20,216 20,266 20,305 20,441 20,457 20,482 20,511 20,585 20,535

世帯員数 2.85 2.80 2.75 2.71 2.67 2.63 2.60 2.57 2.53 2.50 2.46 2.43 2.39 2.35
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資料：国勢調査(年齢不詳を除く）

4. 人口・世帯の状況 

 

平成30年9月末現在における本市の住民基本台帳における人口は48,338人で、合併時の平成17

年時点の55,503人から13年間で7,165人、約12.9％減少しています。また、平成30年の世帯数は

20,535世帯で、平成17年時点の19,508世帯から13年間で1,027世帯、約5.3％増加しています。 

年齢3区分別の人口推移では、少子・高齢化が進行し、平成27年国勢調査において、年少人口

は約12％、生産人口約57％、老年人口約31％の構成比となっており、平成17年時点から年少人

口数は約2％、生産人口数が約4％減少し、老年人口数が約6％増加しています。 

 

■人口・世帯数の推移 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■年齢３区分別人口の推移 
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5. 産業の状況 

 

本市の産業別就業者は、平成27年において、農林水産業などの第1次産業が約12％、工業な

どの第２次産業が約25％、商業などの第３次産業が約62％の構成比となっており、平成17年か

ら第１次産業や第２次産業の就業者の割合が減少し、第３次産業の就業者の割合が増加してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

     
6. 土地利用の概況 

 

本市の面積約44,346haの内訳は、田畑等の農地9.7％、宅地2.5％、山林・原野等87.8％とな

っています。 

平成29年度都市計画基礎調査における都市計画区域は旧沼田市内の2,252haで、そのうち用

途地域が指定されている地域は約814ha、市域の1.8％となっています。なお、都市計画区域内

の人口は33,725人となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 市域面積

用途地域 用途地域外

面積（ha） 44,346 2,252 814 1,438 42,094

人口（人） 48,676 33,725 22,877 10,848 14,951

都市計画状況調査：平成30年2月

都市計画区域内 都市計画

区域外

（単位：ｈａ）

年次 総数 田 畑 宅地 山林 原野 池沼
雑種地

その他

平成２１年 44,346 901 3,435 1,124 15,960 1,296 118 21,512

（2.0%） （7.7%） （2.5%） （36.0%） （2.9%） （0.3%） （48.6%）

平成29年固定資産概要調書（非課税地も含む）

■産業３分類別従業者数割合の推移 
■市域面積・人口 ■地目別面積 


